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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　1つまたは複数の要素データ値を出力ベクトル内に配置するための方法であって、
　複数の要素を含む垂直置換制御ベクトルを識別するステップであって、前記複数の要素
が、ベクトルレジスタファイル内の複数のベクトルレジスタのうちのベクトルレジスタを
それぞれ示す、対応する複数のレジスタアドレスを含む、ステップと、
　前記垂直置換制御ベクトルの前記複数の要素から前記複数のレジスタアドレスを読み取
るステップと、
　前記対応する複数のレジスタアドレスに基づく前記複数の要素について、前記複数のベ
クトルレジスタから複数の要素データ値を取り出すステップであって、前記複数の要素デ
ータ値の各要素データ値は、前記垂直置換制御ベクトル内の対応するレジスタアドレスの
位置と一対一対応を有する前記ベクトルレジスタ内の位置において、前記対応するレジス
タアドレスによって示される前記複数のベクトルレジスタのうちのベクトルレジスタから
取り出される、ステップと、
　出力ベクトルに対応するアドレスのセットを含む水平置換制御ベクトルを識別するステ
ップと、
　前記水平置換制御ベクトル内の前記アドレスのセットに基づいて、前記複数の要素デー
タ値の少なくとも一部を前記出力ベクトル内に配置するステップと
を含む、方法。
【請求項２】
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　命令に関連するデータを受け取るステップと、
　前記受け取ったデータを複数の要素に分割するステップと、
　前記複数の要素を前記垂直置換制御ベクトル内に配置するステップと
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記複数の要素データ値を取り出すステップが、前記垂直置換制御ベクトル内の読み取
ったメモリアドレスを間接的アドレスとして使用して、それぞれの要素データ値を取り出
すステップを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項４】
　前記複数の要素データ値の前記少なくとも一部を前記出力ベクトル内に配置するステッ
プが、クロスバーを使用して、前記複数の要素データ値の前記少なくとも一部を前記出力
ベクトル内に配置するステップを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項５】
　前記水平置換制御ベクトルを識別するステップが、前記ベクトルレジスタファイル内の
ベクトルレジスタを識別するステップを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項６】
　読取り専用メモリ(ROM)内に格納されたデータ構造を参照するスカラ値を受け取るステ
ップをさらに含み、前記垂直置換制御ベクトルを識別するステップが、前記スカラ値を使
用して、前記データ構造内の前記垂直置換制御ベクトルを識別するステップを含む、請求
項1に記載の方法。
【請求項７】
　読取り専用メモリ(ROM)内に格納されたデータ構造を参照するスカラ値を受け取るステ
ップをさらに含み、前記水平置換制御ベクトルを識別するステップが、前記スカラ値を使
用して、前記データ構造内の前記水平置換制御ベクトルを識別するステップを含む、請求
項1に記載の方法。
【請求項８】
　前記複数の要素データ値を一時ベクトル内に配置するステップをさらに含み、前記複数
の要素データ値の少なくとも一部を前記出力ベクトル内に配置するステップが、前記水平
置換制御ベクトルを使用して前記一時ベクトルを置換するステップを含む、請求項1に記
載の方法。
【請求項９】
　プロセッサであって、
　　複数の要素を含む垂直置換制御ベクトルを識別することであって、前記複数の要素が
、ベクトルレジスタファイル内の複数のベクトルレジスタのうちのベクトルレジスタをそ
れぞれ示す、対応する複数のレジスタアドレスを含む、識別することと、
　　前記垂直置換制御ベクトルの前記複数の要素から前記複数のレジスタアドレスを読み
取ることと、
　　前記対応する複数のレジスタアドレスに基づく前記複数の要素について、前記複数の
ベクトルレジスタから複数の要素データ値を取り出すことであって、前記複数の要素デー
タ値の各要素データ値は、前記垂直置換制御ベクトル内の対応するレジスタアドレスの位
置と一対一対応を有する前記ベクトルレジスタ内の位置において、前記対応するレジスタ
アドレスによって示される前記複数のベクトルレジスタのうちのベクトルレジスタから取
り出される、取り出すことと、
　　出力ベクトルに対応するアドレスのセットを含む水平置換制御ベクトルを識別するこ
とと、
　　前記水平置換制御ベクトル内の前記アドレスのセットに基づいて、前記複数の要素デ
ータ値の少なくとも一部を前記出力ベクトル内に配置することと
　を行うように構成されるプロセッサ
を備える、装置。
【請求項１０】
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　前記プロセッサが、前記ベクトルレジスタファイル内のベクトルレジスタを識別するよ
うにさらに構成され、前記識別されたベクトルレジスタが前記水平置換制御ベクトルであ
る、請求項9に記載の装置。
【請求項１１】
　前記プロセッサが、読取り専用メモリ(ROM)内に格納されたデータ構造を参照するスカ
ラ値を受け取るようにさらに構成され、前記垂直置換制御ベクトルが、前記データ構造内
に格納される、請求項9に記載の装置。
【請求項１２】
　前記プロセッサが、読取り専用メモリ(ROM)内に格納されたデータ構造を参照するスカ
ラ値を受け取るようにさらに構成され、前記水平置換制御ベクトルが、前記データ構造内
に格納される、請求項9に記載の装置。
【請求項１３】
　複数の要素を含む垂直置換制御ベクトルを識別することであって、前記複数の要素が、
ベクトルレジスタファイル内の複数のベクトルレジスタのうちのベクトルレジスタをそれ
ぞれ示す、対応する複数のレジスタアドレスを含む、識別することと、
　前記垂直置換制御ベクトルの前記複数の要素から前記複数のレジスタアドレスを読み取
ることと、
　前記対応する複数のレジスタアドレスに基づく前記複数の要素について、前記複数のベ
クトルレジスタから複数の要素データ値を取り出すことであって、前記複数の要素データ
値の各要素データ値は、前記垂直置換制御ベクトル内の対応するレジスタアドレスの位置
と一対一対応を有する前記ベクトルレジスタ内の位置において、前記対応するレジスタア
ドレスによって示される前記複数のベクトルレジスタのうちのベクトルレジスタから取り
出される、取り出すことと、
　出力ベクトルに対応するアドレスのセットを含む水平置換制御ベクトルを識別すること
と、
　前記水平置換制御ベクトル内の前記アドレスのセットに基づいて、前記複数の要素デー
タ値の少なくとも一部を前記出力ベクトル内に配置することと
　を含む動作を実施するためのコンピュータ実行可能命令を格納する、コンピュータ可読
記録媒体。
【請求項１４】
　1つまたは複数の要素データ値を出力ベクトル内に配置するための装置であって、
　複数の要素を含む垂直置換制御ベクトルを識別するための手段であって、前記複数の要
素が、ベクトルレジスタファイル内の複数のベクトルレジスタのうちのベクトルレジスタ
をそれぞれ示す、対応する複数のレジスタアドレスを含む、手段と、
　前記垂直置換制御ベクトルの前記複数の要素から前記複数のレジスタアドレスを読み取
るための手段と、
　前記対応する複数のレジスタアドレスに基づく前記複数の要素について、前記複数のベ
クトルレジスタから複数の要素データ値を取り出すための手段であって、前記複数の要素
データ値の各要素データ値は、前記垂直置換制御ベクトル内の対応するレジスタアドレス
の位置と一対一対応を有する前記ベクトルレジスタ内の位置において、前記対応するレジ
スタアドレスによって示される前記複数のベクトルレジスタのうちのベクトルレジスタか
ら取り出される、手段と、
　出力ベクトルに対応するアドレスのセットを含む水平置換制御ベクトルを識別するため
の手段と、
　前記水平置換制御ベクトル内の前記アドレスのセットに基づいて、前記複数の要素デー
タ値の少なくとも一部を前記出力ベクトル内に配置するための手段と
を備える、装置。
【請求項１５】
　要素データ値を出力ベクトル内に書き込むための方法であって、
　複数の要素データ値を含む入力ベクトルを読み取るステップと、
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　アドレスのセットを含む水平置換制御ベクトルを識別するステップと、
　前記水平置換制御ベクトル内の前記アドレスのセットに基づいて、前記入力ベクトル内
の前記複数の要素データ値のうちの少なくとも一部を再構成するステップと、
　前記複数の要素データ値のうちの前記再構成された少なくとも一部を一時ベクトル内に
配置するステップと、
　複数の要素を含む垂直置換制御ベクトルを識別するステップであって、前記複数の要素
のうちの各要素が、ベクトルレジスタファイル内の複数のベクトルレジスタのうちのベク
トルレジスタを示すレジスタアドレスを含む、ステップと、
　前記垂直置換制御ベクトル内の前記レジスタアドレスに基づいて、前記一時ベクトル内
の前記複数の要素データ値を前記複数のベクトルレジスタのうちの複数内に配置するステ
ップと
を含み、
　前記複数の要素データ値の各要素データ値は、前記垂直置換制御ベクトル内の対応する
レジスタアドレスの位置と一対一対応を有する前記ベクトルレジスタ内の位置において、
前記対応するレジスタアドレスによって示される前記複数のベクトルレジスタのうちのベ
クトルレジスタに配置される、方法。
【請求項１６】
　前記水平置換制御ベクトルを識別するステップが、前記ベクトルレジスタファイル内の
ベクトルレジスタを識別するステップを含む、請求項15に記載の方法。
【請求項１７】
　読取り専用メモリ(ROM)内に格納されたデータ構造を参照するスカラ値を受け取るステ
ップをさらに含み、前記水平置換制御ベクトルを識別するステップが、前記スカラ値を使
用して、前記データ構造内の前記水平置換制御ベクトルを識別するステップを含む、請求
項15に記載の方法。
【請求項１８】
　読取り専用メモリ(ROM)内に格納されたデータ構造を参照するスカラ値を受け取るステ
ップをさらに含み、前記垂直置換制御ベクトルを識別するステップが、前記スカラ値を使
用して、前記データ構造内の前記垂直置換制御ベクトルを識別するステップを含む、請求
項15に記載の方法。
【請求項１９】
　プロセッサであって、
　　複数の要素データ値を含む入力ベクトルを読み取ることと、
　　アドレスのセットを含む水平置換制御ベクトルを識別することと、
　　前記水平置換制御ベクトル内の前記アドレスのセットに基づいて、前記入力ベクトル
内の前記複数の要素データ値のうちの少なくとも一部を再構成することと、
　　前記複数の要素データ値のうちの前記再構成された少なくとも一部を一時ベクトル内
に配置することと、
　　複数の要素を含む垂直置換制御ベクトルを識別することであって、前記複数の要素の
うちの各要素が、ベクトルレジスタファイル内の複数のベクトルレジスタのうちのベクト
ルレジスタを示すレジスタアドレスを含む、識別することと、
　　前記垂直置換制御ベクトル内の前記レジスタアドレスに基づいて、前記一時ベクトル
内の前記複数の要素データ値を前記複数のベクトルレジスタのうちの複数内に配置するこ
とと
　を行うように構成されるプロセッサ
を備え、
　前記複数の要素データ値の各要素データ値は、前記垂直置換制御ベクトル内の対応する
レジスタアドレスの位置と一対一対応を有する前記ベクトルレジスタ内の位置において、
前記対応するレジスタアドレスによって示される前記複数のベクトルレジスタのうちのベ
クトルレジスタに配置される、装置。
【請求項２０】
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　複数の要素データ値を含む入力ベクトルを読み取ることと、
　アドレスのセットを含む水平置換制御ベクトルを識別することと、
　前記水平置換制御ベクトル内の前記アドレスのセットに基づいて、前記入力ベクトル内
の前記複数の要素データ値のうちの少なくとも一部を再構成することと、
　前記複数の要素データ値のうちの前記再構成された少なくとも一部を一時ベクトル内に
配置することと、
　複数の要素を含む垂直置換制御ベクトルを識別することであって、前記複数の要素のう
ちの各要素が、ベクトルレジスタファイル内の複数のベクトルレジスタのうちのベクトル
レジスタを示すレジスタアドレスを含む、識別することと、
　前記垂直置換制御ベクトル内の前記レジスタアドレスに基づいて、前記一時ベクトル内
の前記複数の要素データ値を前記複数のベクトルレジスタのうちの複数内に配置すること
と
　を含み、
　前記複数の要素データ値の各要素データ値は、前記垂直置換制御ベクトル内の対応する
レジスタアドレスの位置と一対一対応を有する前記ベクトルレジスタ内の位置において、
前記対応するレジスタアドレスによって示される前記複数のベクトルレジスタのうちのベ
クトルレジスタに配置される、
　動作を実施するためのコンピュータ実行可能命令を格納する、コンピュータ可読記録媒
体。
【請求項２１】
　要素データ値を出力ベクトル内に書き込むための装置であって、
　複数の要素データ値を含む入力ベクトルを読み取るための手段と、
　アドレスのセットを含む水平置換制御ベクトルを識別するための手段と、
　前記水平置換制御ベクトル内の前記アドレスのセットに基づいて、前記入力ベクトル内
の前記複数の要素データ値のうちの少なくとも一部を再構成するための手段と、
　前記複数の要素データ値のうちの前記再構成された少なくとも一部を一時ベクトル内に
配置するための手段と、
　複数の要素を含む垂直置換制御ベクトルを識別するための手段であって、前記複数の要
素のうちの各要素が、ベクトルレジスタファイル内の複数のベクトルレジスタのうちのベ
クトルレジスタを示すレジスタアドレスを含む、手段と、
　前記垂直置換制御ベクトル内の前記レジスタアドレスに基づいて、前記一時ベクトル内
の前記複数の要素データ値を前記複数のベクトルレジスタのうちの複数内に配置するため
の手段と
を備え、
　前記複数の要素データ値の各要素データ値は、前記垂直置換制御ベクトル内の対応する
レジスタアドレスの位置と一対一対応を有する前記ベクトルレジスタ内の位置において、
前記対応するレジスタアドレスによって示される前記複数のベクトルレジスタのうちのベ
クトルレジスタに配置される、装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
優先権出願
　本願は、参照によりその全体が本明細書に組み込まれる「VECTOR INDIRECT ELEMENT VE
RTICAL ADDRESSING MODE WITH HORIZONTAL PERMUTE」という名称の2013年3月15日出願の
米国特許出願第13/834,785号の優先権を主張する。
【０００２】
　本開示は、一般にはプロセッサに関し、より詳細には、プロセッサで要素を処理するこ
とに関する。
【背景技術】
【０００３】
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　プロセッサは、データストリームを受け取り、レジスタ内にデータを格納することがで
きる。データストリームは、複数のレジスタに及び、プロセッサにとっての関心の対象の
データのサブセットを含み得る。一例では、ユーザは、プロセッサを含むハンドセットを
使用することができる。信号は、ユーザに関連するデータを含むことがあり、基準信号が
タワーからハンドセットに送られ得る。基準信号は、ユーザのデータおよび他のデータと
共にインターレースされ得る。たとえば、信号は、基準信号および他のユーザに関連する
データを含み得る。パケットが失われた場合、ユーザのデータを含むパケット全体と比較
して、より少量のユーザのデータが失われるので、信号は、ユーザのデータおよび他のユ
ーザのデータを含み得る。このことは、ユーザごとにパケットを失う影響を緩和し得る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　プロセッサが、たとえば関心の対象のデータ(たとえば、基準信号)を効率的に取り出し
、データストリーム内にインターリーブされる関心の対象のデータを編成することは望ま
しいものとなり得る。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本開示はプロセッサに関する。プロセッサで要素を処理するための方法、システム、お
よび技法が提供される。
【０００６】
　一実施形態によれば、1つまたは複数の要素データ値を出力ベクトル内に配置するため
の方法が、複数の要素を含む垂直置換制御ベクトルを識別することを含む。複数の要素の
うちの各要素はレジスタアドレスを含む。本方法はまた、複数の要素のうちの各要素につ
いて、垂直置換制御ベクトルからレジスタアドレスを読み取ることをも含む。本方法は、
レジスタアドレスに基づいて複数の要素データ値を取り出すことをさらに含む。本方法は
また、出力ベクトルに対応するアドレスのセットを含む水平置換制御ベクトルを識別する
ことをも含む。本方法は、水平置換制御ベクトル内のアドレスのセットに基づいて、複数
の要素データ値のうちの取り出した要素データ値の少なくとも一部を出力ベクトル内に配
置することをさらに含む。
【０００７】
　別の実施形態によれば、装置は、複数の要素を含む垂直置換制御ベクトルを識別するよ
うに動作可能なプロセッサを含み、複数の要素のうちの各要素がレジスタアドレスを含む
。プロセッサはまた、複数の要素のうちの各要素について、垂直置換制御ベクトルからレ
ジスタアドレスを読み取るように動作可能である。プロセッサまた、レジスタアドレスに
基づいて複数の要素データ値を取り出すように動作可能である。プロセッサはまた、出力
ベクトルに対応するアドレスのセットを含む水平置換制御ベクトルを識別するように動作
可能である。プロセッサはまた、水平置換制御ベクトル内のアドレスのセットに基づいて
、取り出した要素データ値の少なくとも一部を出力ベクトル内に配置するように動作可能
である。
【０００８】
　別の実施形態によれば、コンピュータ可読記録媒体が、複数の要素を含む垂直置換制御
ベクトルを識別することであって、複数の要素のうちの各要素がレジスタアドレスを含む
こと、複数の要素のうちの各要素について、垂直置換制御ベクトルからレジスタアドレス
を読み取ること、1つまたは複数のレジスタアドレスを読み取ることに基づいて、複数の
要素データ値を取り出すこと、出力ベクトルに対応するアドレスのセットを含む水平置換
制御ベクトルを識別すること、および水平置換制御ベクトル内のアドレスのセットに基づ
いて、複数の要素データ値のうちの取り出した要素データ値の少なくとも一部を出力ベク
トル内に配置することを含む動作を実施するためのコンピュータ実行可能命令をその上に
格納している。
【０００９】
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　別の実施形態によれば、1つまたは複数の要素データ値を出力ベクトル内に配置するた
めの装置が、複数の要素を含む垂直置換制御ベクトルを識別するための手段であって、複
数の要素のうちの各要素がレジスタアドレスを含む手段と、複数の要素のうちの各要素に
ついて、垂直置換制御ベクトルからレジスタアドレスを読み取るための手段と、1つまた
は複数のレジスタアドレスを読み取ることに基づいて、複数の要素データ値を取り出すた
めの手段と、出力ベクトルに対応するアドレスのセットを含む水平置換制御ベクトルを識
別するための手段と、水平置換制御ベクトル内のアドレスのセットに基づいて、複数の要
素データ値のうちの取り出した要素データ値の少なくとも一部を出力ベクトル内に配置す
るための手段とを含む。
【００１０】
　別の実施形態によれば、要素データ値を出力ベクトルに書き込むための方法が、複数の
要素データ値を含む入力ベクトルを読み取ることを含む。本方法はまた、アドレスのセッ
トを含む水平置換制御ベクトルを識別することをも含む。本方法は、水平置換制御ベクト
ル内のアドレスのセットに基づいて、入力ベクトル内の複数の要素データ値のうちの要素
データ値の少なくとも一部を再構成することをさらに含む。本方法はまた、再構成した複
数の要素データ値を一時ベクトル内に配置することをも含む。本方法は、複数の要素を含
む垂直置換制御ベクトルを識別することをさらに含む。複数の要素のうちの各要素はレジ
スタアドレスを含む。本方法はまた、垂直置換制御ベクトル内のレジスタアドレスに基づ
いて、一時ベクトル内の要素データ値を少なくとも1つのベクトルレジスタ内に配置する
ことをも含む。
【００１１】
　別の実施形態によれば、装置は、複数の要素データ値を含む入力ベクトルを読み取るよ
うに動作可能であるであるプロセッサを含む。プロセッサはまた、アドレスのセットを含
む水平置換制御ベクトルを識別するように動作可能である。プロセッサはまた、水平置換
制御ベクトル内のアドレスのセットに基づいて、入力ベクトル内の要素データ値の少なく
とも一部を再構成するように動作可能である。プロセッサはまた、再構成した複数の要素
データ値を一時ベクトル内に配置するように動作可能である。プロセッサはまた、複数の
要素を含む垂直置換制御ベクトルを識別するように動作可能であり、複数の要素のうちの
各要素がレジスタアドレスを含む。プロセッサはまた、垂直置換制御ベクトル内のレジス
タアドレスに基づいて、一時ベクトル内の要素データ値を少なくとも1つのベクトルレジ
スタ内に配置するように動作可能である。
【００１２】
　別の実施形態によれば、コンピュータ可読媒体が、複数の要素データ値を含む入力ベク
トルを読み取ること、アドレスのセットを含む水平置換制御ベクトルを識別すること、水
平置換制御ベクトル内のアドレスのセットに基づいて、入力ベクトル内の複数の要素デー
タ値のうちの要素データ値の少なくとも一部を再構成すること、再構成した複数の要素デ
ータ値を一時ベクトル内に配置すること、複数の要素を含む垂直置換制御ベクトルを識別
することであって、複数の要素のうちの各要素がレジスタアドレスを含むこと、および垂
直置換制御ベクトル内のレジスタアドレスに基づいて、一時ベクトル内の要素データ値を
少なくとも1つのベクトルレジスタ内に配置することを含む動作を実施するためのコンピ
ュータ実行可能命令をその上に格納している。
【００１３】
　別の実施形態によれば、要素データ値を出力ベクトルに書き込むための装置が、複数の
要素データ値を含む入力ベクトルを読み取るための手段と、アドレスのセットを含む水平
置換制御ベクトルを識別するための手段と、水平置換制御ベクトル内のアドレスのセット
に基づいて、入力ベクトル内の複数の要素データ値のうちの要素データ値の少なくとも一
部を再構成するための手段と、再構成した複数の要素データ値を一時ベクトル内に配置す
るための手段と、複数の要素を含む垂直置換制御ベクトルを識別するための手段であって
、複数の要素のうちの各要素がレジスタアドレスを含む手段と、垂直置換制御ベクトル内
のレジスタアドレスに基づいて、一時ベクトル内の要素データ値を少なくとも1つのベク
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トルレジスタ内に配置するための手段とを含む。
【００１４】
　本明細書の一部を形成する添付の図面は、本発明の実施形態を示し、説明と共に、実施
形態の原理について説明する役割をさらに果たす。図面では、同様の参照番号は、同一の
要素または機能的に類似の要素を示し得る。要素が最初に現れる図面が、一般には、対応
する参照番号の左端の桁によって示される。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】一実施形態による、ベクトルレジスタファイルを含むプロセッサを示すブロック
ダイアグラムである。
【図２】一実施形態による、1つまたは複数の要素データ値が出力ベクトル内に配置され
ることを示すブロックダイアグラムである。
【図３】一実施形態による、要素データ値が少なくとも1つの出力ベクトル内に書き込ま
れることを示すブロックダイアグラムである。
【図４】一実施形態による、ベクトルレジスタファイルを示すブロックダイアグラムであ
る。
【図５】一実施形態による、1つまたは複数の要素データ値を出力ベクトル内に配置する
ための方法を示す流れ図である。
【図６】一実施形態による、要素データ値を少なくとも1つの出力ベクトル内に書き込む
ための方法を示す流れ図である。
【図７】一実施形態による、デジタル信号プロセッサを含むワイヤレスデバイスを示すブ
ロックダイアグラムである。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
I.概要
II.例示的命令
　A.例示的読取り命令
　B.例示的書込み命令
　C.スカラ値
III.例示的レジスタファイル
IV.例示的方法
V.例示的ワイヤレスデバイス
【００１７】
I.概要
　本開示の様々な特徴を実装する、多くの異なる実施形態、または実施例を以下で開示さ
れることを理解されたい。いくつかの実施形態は、これらの特定の詳細の一部またはすべ
てを用いずに実施され得る。本開示を単純化するために、構成要素、モジュール、および
構成の特定の実施例が以下で説明される。これらはもちろん例にすぎず、限定ではないも
のとする。
【００１８】
　プロセッサは、複数のベクトルレジスタを含むベクトルレジスタファイルを含み得る。
ベクトルレジスタは要素データ値を格納することがあり、要素データ値に関連するデータ
のサブセットが関心の対象であり得る。複数のベクトルレジスタ(たとえば、ユーザデー
タとインターレースされた基準信号)から要素データ値のサブセットを読み取り、要素デ
ータ値のサブセットを出力ベクトル内に配布することは望ましいものとなり得る。
【００１９】
　一実施例では、要素データ値のサブセットを取り出し、要素データ値のサブセットの1
つまたは複数を出力ベクトル内に配置するために、制御の2つのセットが使用され得る。
制御の第1のセットは、複数のベクトルレジスタのうちのベクトルレジスタ内のどの列要
素を読み出すかを決定するためのレジスタアドレスを含む垂直置換制御ベクトルであり得
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る。たとえば、垂直置換制御ベクトルは、要素データ値がそれから読み取られる垂直アド
レスを含み得る。制御の第2のセットは、出力ベクトルに対応するアドレスのセットを含
む水平置換制御ベクトルであり得る。水平置換制御ベクトルは、出力ベクトル内の取り出
した要素データ値のサブセットの水平分布を決定し得る。取り出した要素データ値のサブ
セットの少なくとも一部は、水平置換制御ベクトル内のアドレスのセットに基づいて、出
力ベクトル内に配置され得る。
【００２０】
　別の実施例では、要素データ値を少なくとも1つの出力ベクトル内に書き込むために、
制御の2つのセットが使用され得る。一実施例では、複数の要素データ値を含む入力ベク
トルが読み取られ得る。入力ベクトル内の複数の要素データ値のうちの要素データ値の少
なくとも一部が、水平置換制御ベクトル内のアドレスのセットに基づいて再構成されるこ
とがあり、再構成された要素データ値が、一時ベクトル内に配置され得る。一時ベクトル
内の要素データ値が、垂直置換制御ベクトルに基づいて、少なくとも1つの出力ベクトル
に配置され得る。垂直置換制御ベクトルは、複数の要素を含むことがあり、複数の要素の
うちの各要素は、ベクトルレジスタファイル内のベクトルレジスタのレジスタアドレスを
含む。
【００２１】
　図1は、一実施形態による、ベクトルレジスタファイル120を含むプロセッサ110を示す
ブロックダイアグラムである。
【００２２】
　ベクトルレジスタファイル120は、N個の汎用ベクトルレジスタを含むことがあり、Nは0
より大きい整数である。各ベクトルレジスタには、M個の要素のベクトルが充填されるこ
とがあり、Mは0より大きい整数である。要素は、ベクトルレジスタから読み取られ得るデ
ータの最小の細分性を指すことがある。各ベクトルレジスタ内で、データは、たとえば、
バイト(8ビット)、ショートワード(16ビット)、ワード(32ビット)、またはダブルワード(
64ビット)として書き込まれ、または読み取られ得る。一実施例では、ベクトルレジスタ
ファイル120は、32個のベクトルレジスタ(N=32)および32個の32ビット要素(M=32)を含み
、各ベクトルレジスタは1024ビット幅(32要素×32ビット)である。
【００２３】
　図1では、ベクトルレジスタファイル120が、ベクトルレジスタV0(122)、V1(124)、V2(1
26)、V3(127)、V4(128)、V5(130)、V6(132)、およびV7(134)を含む。図1ではベクトルレ
ジスタファイル120が8つのベクトルレジスタを含むものとして示されているが、ベクトル
レジスタファイル120内に8つより少ない、または多いベクトルレジスタを有する他の実施
形態は、本開示の範囲内にある。一実施例では、ベクトルレジスタファイル120は、32個
のベクトルレジスタV0～V31を含む。
【００２４】
　プロセッサ110は、要素をベクトルレジスタにロードし、ベクトルレジスタから値を読
み込み得る。一実施例では、ベクトルレジスタV4、V5、V6、およびV7に関連する要素のサ
ブセットが、垂直および水平置換制御ベクトルに基づいて処理され得る。
【００２５】
II.例示的命令
A.例示的読取り命令
　プロセッサ110は、1つまたは複数の要素データ値を出力ベクトル内に配置する読取り命
令を受け取り得る。
【００２６】
　図2は、一実施形態による、1つまたは複数の要素データ値が出力ベクトル内に配置され
ることを示すブロックダイアグラム200である。
【００２７】
　ダイアグラム200は、Vd=vidx(Vu,Vv)を含む例示的読取り命令201を含む。命令201は、2
つの入力ベクトルレジスタ(たとえば、VuおよびVv)を読み取ること、および出力を出力ベ
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クトルレジスタ(たとえば、Vd)に書き込むことを含む。ベクトルレジスタVu、Vv、および
Vdは、ベクトルレジスタファイル120からのベクトルレジスタV0～V7のいずれかでよく、u
、V、およびdは、0から7までの任意の値でよい。命令は、Vu、Vv、およびVdについての特
定の値を指定するオペコードに変換し得る。一実施例では、Vu=V0、Vv=V1、およびVv=V3
である。Vuは、垂直置換制御ベクトルを含むことがあり、Vvは、水平置換制御ベクトルを
含むことがあり、Vdは、出力ベクトルおよび各ベクトルレジスタを含むことがある。Vu、
Vx、およびVvのそれぞれは、ベクトルレジスタファイル120内のベクトルレジスタのいず
れかであり得る。
【００２８】
　プロセッサ110は、命令201を受け取り、実行し得る。命令201を実行することは、垂直
置換制御ベクトルを識別すること、垂直置換制御ベクトルから1つまたは複数のメモリア
ドレスを読み取ること、および読み取ったメモリアドレスに基づいて複数の要素データ値
を取り出すことを含み得る。命令201を実行することはまた、水平置換制御ベクトルを識
別すること、および水平置換制御ベクトルに基づいて、取り出した要素データ値の少なく
とも一部を出力ベクトル内に配置することをも含み得る。
【００２９】
　ダイアグラム200は、ベクトルレジスタファイル120内に含まれる得る複数のベクトルレ
ジスタを含む。複数のベクトルレジスタはベクトルレジスタV4、V5、V6、およびV7を含み
、各ベクトルレジスタは要素データ値を含み得る。複数のベクトルレジスタ内に格納され
た要素データ値のサブセットを取り出すことは望ましいものとなり得る。
【００３０】
　プロセッサ110は、複数の要素を含む垂直置換制御ベクトル202を識別し得る。一実施形
態では、プロセッサ110は、命令に関連するデータを受け取り、受け取ったデータを複数
の要素に分割する。複数の要素は、垂直置換制御ベクトル内に配置されてよく、複数の要
素のうちの各要素はレジスタアドレスを含む。
【００３１】
　図2では、垂直置換制御ベクトル202は、ベクトルレジスタファイル120からベクトルレ
ジスタVu122内に格納され得る。したがって、プロセッサ110が垂直置換制御ベクトルを識
別したとき、プロセッサ110は、ベクトルレジスタファイル120内のベクトルレジスタVuを
識別し得る。ベクトルレジスタファイル120内のベクトルレジスタは、プログラマにとっ
て可視であることがあり、ベクトルレジスタファイル120内のベクトルレジスタから間接
的に読み取るために使用され得る。上記の実施例を参照すると、ベクトルレジスタV4、V5
、V6、およびV7内の要素データ値のサブセットのみが、基準信号を格納することがあり、
要素データ値の残りは、関心の対象ではない他のデータを含み得る。関心の対象の要素デ
ータ値のサブセットは複数のベクトルレジスタに及び得る。これらの特定の要素データ値
を取り出すために、プログラマは、このパターンをVu内にプログラムして、適切なレジス
タアドレスに格納された関心の対象の要素データ値を抽出し得る。
【００３２】
　ベクトルレジスタVuは、32個の要素を含むことがあり、各要素は、32ビットレジスタア
ドレスを含み得る。たとえば、Vu[0]=4かつベクトルレジスタV4[0]についてのレジスタア
ドレスを含み、Vu[1]=5かつベクトルレジスタV5[1]についてのレジスタアドレスを含み、
Vu[2]=6かつベクトルレジスタV6[2]についてのレジスタアドレスを含み、Vu[3]=7かつベ
クトルレジスタV7[3]についてのレジスタアドレスを含む。
【００３３】
　複数の要素データ値が、レジスタアドレスを読み取ることに基づいて取り出され得る。
具体的には、垂直置換制御ベクトル内のレジスタアドレスが、ベクトルレジスタファイル
から適切な要素データ値を取り出すための間接アドレスとして使用され得る。このように
して、垂直置換制御ベクトル202内に格納された1つまたは複数のレジスタアドレスが、対
応するレジスタアドレスに格納された要素データ値への間接アクセスとして使用され得る
。間接読取りは、レジスタアドレスではなく要素データ値を指定する直接読取りと対照的
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なものであり得る。間接読取りでは、レジスタアドレスが読み取られ、関心の対象の要素
データ値を取り出すために使用され得る。
【００３４】
　一実施例では、Vu[0]からベクトルレジスタV4についてのレジスタアドレスを読み取っ
た後、プロセッサ110は、ベクトルレジスタV4[0]に格納された要素データ値である要素デ
ータ値「i0」を取り出し得る。同様に、Vu[1]からベクトルレジスタV5についてのレジス
タアドレスを読み取った後、プロセッサ110は、ベクトルレジスタV5[1]に格納された要素
データ値である要素データ値「j1」を取り出し得る。同様に、Vu[2]からベクトルレジス
タV6についてのレジスタアドレスを読み取った後、プロセッサ110は、ベクトルレジスタV
6[2]に格納された要素データ値である要素データ値「k2」を取り出し得る。同様に、Vu[3
]からベクトルレジスタV7についてのレジスタアドレスを読み取った後、プロセッサ110は
、ベクトルレジスタV7[3]に格納された要素データ値である要素データ値「l3」を取り出
し得る。プロセッサ110は、Vu内に格納された他のレジスタアドレスについて同様の動作
を実施し得る。一実施形態では、プロセッサ110は単一命令多重データ(SIMD)プロセッサ
であり、本開示で説明される命令を並列に実施する。たとえば、プロセッサ110は、Vv内
のレジスタアドレスを並列に読み取り、読み取ったレジスタアドレスに基づいて要素デー
タ値を並列に取り出し得る。
【００３５】
　プロセッサ110は、取り出した複数の要素データ値を一時ベクトルレジスタ内に配置し
得る。ダイアグラム200はベクトルレジスタVtmp204を含む。プロセッサ110はパイプライ
ン式プロセッサであることがあり、Vtmp204は、中間結果を格納するために使用される一
時パイプラインベクトルレジスタであり得る。別の実施例では、Vtmp204は、ベクトルレ
ジスタファイル120内のベクトルレジスタであり得る。Vu内のレジスタアドレスに基づい
て取り出された要素データ値は、Vtmp204内に配置され得る。
【００３６】
　たとえば、図2では、ベクトルレジスタV4[0]から読み取られた「i0」がVtmp[0]内に配
置され、ベクトルレジスタV5[1]から読み取られた「j1」がVtmp[1]内に配置され、ベクト
ルレジスタV6[2]から読み取られた「k2」がVtmp[2]内に配置され、ベクトルレジスタV7[3
]から読み取られた「l3」がVtmp[3]内に配置される。プロセッサ110は、垂直置換制御ベ
クトル内のレジスタアドレスに基づいて、他の取り出した要素データ値のすべてについて
同様の動作を実施し得る。
【００３７】
　一実施形態では、プロセッサ110は、出力ベクトルに対応するアドレスのセットを含む
水平置換制御ベクトル206を識別する。水平置換制御ベクトル206は、出力ベクトル内の取
り出したデータ値要素の配置を決定する制御のセットを有する。プロセッサ110は、水平
置換制御ベクトル内のアドレスのセットに基づいて、複数の要素データ値のうちの取り出
した要素データ値の少なくとも一部を出力ベクトル内に配置し得る。たとえば、Vtmp204
内の要素データ値が置換され、出力ベクトル内に配置され得る。一実施例では、クロスバ
ーを使用して水平置換が実装される。この実施例では、取り出した要素データ値の少なく
とも一部が、クロスバーを使用して出力ベクトル内に配置され得る。
【００３８】
　図2では、水平置換制御ベクトルがベクトルレジスタVv(124)内に格納されることがあり
、出力ベクトルは、ベクトルレジスタファイル120からのVd(126)であり得る。
【００３９】
　一実施例では、Vv[0]=3であり、Vtmp[3]に対応する要素データ値がVd[0]に属すること
を示す。したがって、Vtmp[3]に対応する要素データ値である「l3」が、出力ベクトルVd[
0]内に配置される。同様に、Vv[1]=1であり、Vtmp[1]に対応する要素データ値がVd[1]に
属することを示す。したがって、Vtmp[1]に対応する要素データ値である「j1」が、出力
ベクトルVd[1]内に配置される。同様に、Vv[2]=0であり、Vtmp[0]に対応する要素データ
値がVd[2]に属することを示す。したがって、Vtmp[0]に対応する要素データ値である「i0
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」が、出力ベクトルVd[2]内に配置される。同様に、Vv[3]=28であり、Vtmp[28]に対応す
る要素データ値がVd[3]に属することを示す。したがって、Vtmp[28]に対応する要素デー
タ値である「i28」が、出力ベクトルVd[3]内に配置される。プロセッサ110は、同様の動
作を実施して、Vtmp204内の他の要素データ値を出力ベクトルVd126内に配置し得る。
【００４０】
　ベクトルレジスタ120は、アドレスが与えられる読取りポートを有し得る。一実施例で
は、第1のサイクルでは、プロセッサ110が、垂直置換制御ベクトル(たとえば、図1のベク
トルレジスタファイル120内のベクトルレジスタVu)からレジスタアドレスを読み取る。プ
ロセッサ110は、同じタイプの1つの命令で32個の異なる動作を実施し得る。たとえば、ベ
クトルレジスタVuが垂直置換制御ベクトルを含む場合、プロセッサ110がベクトルレジス
タVuから32個のレジスタアドレスを同時に読み取るように、プロセッサ110は、Vu[0]～Vu
[31]に対して読取り動作を実施し得る。次のサイクルで内部的に、プロセッサ110は、読
み取ったレジスタアドレスに基づいて再びベクトルレジスタファイル120から読み取り、
適切な要素データ値を取り出し得る。プロセッサ110がベクトルレジスタVuから読み取っ
たレジスタアドレスに基づいて32個の要素データ値を同時に取り出すように、プロセッサ
110は取り出し動作を実施し得る。プロセッサ110は、32個の取り出した要素データ値をVt
mp内に同時に配置し得る。
【００４１】
　Vtmp内に格納された32個の取り出した要素データ値は、水平置換制御ベクトルを使用し
て、出力ベクトル内で水平に分布し得る。水平置換制御ベクトルは、出力ベクトルに対応
するアドレスのセットを含み得る。プロセッサ110は、水平置換制御ベクトルを識別し、
水平置換制御ベクトル内のアドレスのセットに基づいて、複数の要素データ値のうちの取
り出した要素データ値の少なくとも一部を出力ベクトル内に配置し得る。プロセッサ110
は、水平置換制御ベクトル内のアドレスのセットに基づいて、32個の取り出した要素デー
タ値を出力ベクトル内に同時に配置し得る。その場合、出力ベクトルは、関心の対象の要
素データ値を含み得る。
【００４２】
B.例示的書込み命令
　プロセッサ110はまた、要素データ値を少なくとも1つのベクトルレジスタ内に書き込む
書込み命令を受け取り得る。プロセッサ110は、垂直置換制御ベクトルおよび水平置換制
御ベクトルを使用して、要素データ値を少なくとも1つのベクトルレジスタ内に書き込み
得る。書込み命令は、上記で論じた読取り命令と類似の書込みバージョンであり得る。
【００４３】
　図3は、一実施形態による、要素データ値が少なくとも1つの出力ベクトル内に書き込ま
れることを示すブロックダイアグラム300である。
【００４４】
　ダイアグラム300は、Vidx(Vd,Vv)=Vuを含む例示的書込み命令301を含む。命令301は、
入力ベクトルレジスタ(たとえば、ベクトルレジスタVu)を読み取ること、ならびに垂直置
換制御ベクトル(たとえば、ベクトルレジスタVd)および水平置換制御ベクトル(たとえば
、ベクトルレジスタVv)に基づいて、入力ベクトルレジスタからの要素データ値を少なく
とも1つのベクトルレジスタ(たとえば、ベクトルレジスタV4、V5、V6、およびV7)に書き
込むことを含む。
【００４５】
　ベクトルレジスタVu、Vv、およびVdは、ベクトルレジスタファイル120からのベクトル
レジスタV0～V7のいずれかでよく、ここで、u、v、およびdは、0から7までの任意の値で
よい。命令は、Vu、Vv、およびVdについての特定の値を指定するオペコードに変換し得る
。一実施例では、Vu=V0、Vv=V1、およびVv=V3である。Vuは、入力ベクトルレジスタを含
むことがあり、Vvは、水平置換制御ベクトルを含むことがあり、Vdは、垂直置換制御ベク
トルを含むことがある。
【００４６】
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　プロセッサ110は命令301を受け取り、実行し得る。命令301を実行することは、複数の
要素データ値を含む入力ベクトルVu(122)を読み取ることを含み得る。たとえば、Vu[0]=u
0、Vu[1]=u1、Vu[2]=u2、およびVu[3]=u3である。一実施例では、入力ベクトルは、少な
くとも1つの出力ベクトルに書き込む実際の要素データ値を含む。
【００４７】
　Vu内の要素データ値は、水平置換制御ベクトルに基づいて読み取られ、置換され得る。
プロセッサ110は、アドレスのセットを含む水平置換制御ベクトル206を識別し得る。水平
置換制御ベクトル206は、ベクトルレジスタファイル120からベクトルレジスタVv(124)内
に格納され得る。したがって、プロセッサ110が水平置換制御ベクトルを識別したとき、
プロセッサ110は、ベクトルレジスタファイル120内のベクトルレジスタVvを識別し得る。
入力ベクトルVu内の複数の要素データ値のうちの要素データ値の少なくとも一部が、水平
置換制御ベクトル206内のアドレスのセットに基づいて再構成され得る。複数の再構成さ
れた要素データ値が、一時ベクトルVtmp204内に配置され得る。
【００４８】
　一実施例では、Vv[0]からのレジスタアドレス=3であり、プロセッサ110は、Vu[3]に格
納された要素データ値「u3」を取り出し、取り出した要素データ値をVtmp[0]内に配置し
得る。同様に、Vv[1]からのレジスタアドレス=1であり、プロセッサ110は、Vu[1]に格納
された要素データ値「u1」を取り出し、取り出した要素データ値をVtmp[1]内に配置し得
る。同様に、Vv[2]からのレジスタアドレス=0であり、プロセッサ110は、Vu[0]に格納さ
れた要素データ値「u0」を取り出し、取り出した要素データ値をVtmp[2]内に配置し得る
。プロセッサ110は、Vu内に格納された他の要素データ値を一時ベクトルVtmp内に配置す
るための同様の動作を実施し得る。
【００４９】
　命令301を実行することはまた、複数の要素を含む垂直置換制御ベクトル202を識別する
ことをも含むことがあり、複数の要素のうちの各要素はレジスタアドレスを含む。垂直置
換制御ベクトル202は、ベクトルレジスタファイル120からベクトルレジスタVd(126)内に
格納され得る。Vtmp内の要素データ値は、垂直置換制御ベクトル内のレジスタアドレスに
基づいて、少なくとも1つのベクトルレジスタ内に配置され得る。具体的には、Vd内のレ
ジスタアドレスが、Vtmp内の要素データ値を少なくとも1つのベクトルレジスタに垂直に
書き込むために使用され得る。
【００５０】
　たとえば、図3では、Vd[0]=4であり、Vtmp[0]に対応する要素データ値がV4[0]に属する
ことを示す。したがって、Vtmp[0]に対応する要素データ値である「i0」が、ベクトルレ
ジスタV4[0]内に配置される。同様に、Vd[1]=5であり、Vtmp[1]に対応する要素データ値
がV5[1]に属することを示す。したがって、Vtmp[1]に対応する要素データ値である「j1」
が、ベクトルレジスタV5[1]内に配置される。同様に、Vd[2]=6であり、Vtmp[2]に対応す
る要素データ値がV6[2]に属することを示す。したがって、Vtmp[2]に対応する要素データ
値である「k2」が、ベクトルレジスタV6[2]内に配置される。同様に、Vd[3]=7であり、Vt
mp[3]に対応する要素データ値がV7[3]に属することを示す。したがって、Vtmp[3]に対応
する要素データ値である「l3」が、ベクトルレジスタV7[3]内に配置される。プロセッサ1
10は、同様の動作を実施して、Vtmp204内の他の要素データ値を1つまたは複数のベクトル
レジスタ(たとえば、ベクトルレジスタV4、V5、V6、およびV7)内に配置し得る。次いで、
ベクトルレジスタは、入力ベクトルからの要素データ値を適切な場所に格納し得る。
【００５１】
　上記で論じ、ここでさらに強調するように、図1～図3は例にすぎず、例は特許請求の範
囲を過度に限定すべきではない。
【００５２】
　上記で示したように、置換制御ベクトル(たとえば、垂直置換制御ベクトルおよび/また
は水平置換制御ベクトル)は、データがプロセッサ110によって受け取られるときに更新さ
れる動的レジスタ内に格納され得る。たとえば、図1では、垂直置換制御ベクトルがベク
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トルレジスタ(たとえば、Vu)内に含まれ、水平置換制御ベクトルも、ベクトルレジスタフ
ァイルからのベクトルレジスタ(たとえば、Vv)内に含まれる。これは限定ではないものと
し、置換制御ベクトルは、いくつかの方式で取り出され得る。
【００５３】
　たとえば、置換制御ベクトル内に示されるパターンは、図2および図3に示されるものと
は異なり得る。たとえば、図2の垂直置換制御ベクトルは、ベクトルレジスタV4、V5、V6
、V7、V4、V5、V6、V7などから要素データ値を読み取ることを指定するパターンを有する
。これは限定ではないものとし、任意のパターンが使用され得る。たとえば、プログラマ
は、任意のパターンを置換制御ベクトル内にプログラムし得る。
【００５４】
　さらに、図3では、入力ベクトルVu内の値のすべてが、少なくとも1つの出力ベクトル内
に書き込まれる。これは限定ではないものとする。たとえば、別の実施形態では、入力ベ
クトルVu内の1つまたは複数の要素データ値が、出力ベクトル内に書き込まれない。さら
に、入力ベクトルVu内の要素データ値が、単一のベクトルレジスタまたは複数のベクトル
レジスタに書き込まれ得る。一実施例では、垂直置換制御が同一のレジスタアドレスを含
む場合、Vtmp内の要素データ値のすべてが、同一のベクトルレジスタ(たとえば、ベクト
ルレジスタV4)に書き込まれ得る。
【００５５】
C.スカラ値
　さらに、置換制御ベクトル(たとえば、垂直置換制御ベクトルまたは水平置換制御ベク
トル)が、ベクトルレジスタ以外のメモリ位置に格納され得る。一実施例では、置換制御
ベクトルが、読取り専用メモリ(ROM)内に格納され、ROMから読み取られ得る。例示的読取
り命令では、プロセッサ110は、Vd=Vidx(R,Vv)などの命令を受け取ることがあり、ここで
、Rは、ROM内のデータ構造を参照するスカラ値である。垂直置換制御ベクトルは、ROM内
のデータ構造(たとえば、テーブル)内に格納され得る。したがって、垂直置換制御ベクト
ルを識別するために、プロセッサ110は、スカラ値を使用してROM内のデータ構造内の垂直
置換制御ベクトルを識別し得る。
【００５６】
　別の例示的読取り命令では、プロセッサ110は、Vd=Vidx(Vu,R)などの命令を受け取るこ
とがあり、ここで、Rは、ROM内のデータ構造を参照するスカラ値である。水平置換制御ベ
クトルは、ROM内のデータ構造(たとえば、テーブル)内に格納され得る。したがって、水
平置換制御ベクトルを識別するために、プロセッサ110は、スカラ値を使用してROM内のデ
ータ構造内の水平置換制御ベクトルを識別し得る。
【００５７】
　別の読取り実施例では、プロセッサ110は、Vd=Vidx(R1,R2)などの命令を受け取ること
があり、ここで、R1は、ROM内の第1のデータ構造を参照する第1のスカラ値であり、R2は
、ROM内の第2のデータ構造を参照する第2のスカラ値である。垂直置換制御ベクトルは、R
OM内の第1のデータ構造(たとえば、テーブル)内に格納されることがあり、水平置換制御
ベクトルは、ROM内の第2のデータ構造(たとえば、テーブル)内に格納され得る。したがっ
て、垂直置換制御ベクトルを識別するために、プロセッサ110は、第1のスカラ値を使用し
てROM内の第1のデータ構造内の垂直置換制御ベクトルを識別することがあり、水平置換制
御ベクトルを識別するために、プロセッサ110は、第2のスカラ値を使用してROM内の第2の
データ構造内の水平置換制御ベクトルを識別し得る。
【００５８】
　同様に、書込み命令もスカラ値を含み得る。たとえば、プロセッサ110は、Vidx(R,Vv)=
Vuなどの命令を受け取ることがあり、ここで、Rは、ROM内のデータ構造を参照するスカラ
値である。垂直置換制御ベクトルは、ROM内のデータ構造(たとえば、テーブル)内に格納
され得る。したがって、垂直置換制御ベクトルを識別するために、プロセッサ110は、ス
カラ値を使用してROM内のデータ構造内の垂直置換制御ベクトルを識別し得る。
【００５９】
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　別の例示的書込み命令では、プロセッサ110は、Vidx(Vd,R)=Vuなどの命令を受け取るこ
とがあり、ここで、Rは、ROM内のデータ構造を参照するスカラ値である。水平置換制御ベ
クトルは、ROM内のデータ構造(たとえば、テーブル)内に格納され得る。したがって、水
平置換制御ベクトルを識別するために、プロセッサ110は、スカラ値を使用してROM内のデ
ータ構造内の水平置換制御ベクトルを識別し得る。
【００６０】
　別の書込み実施例では、プロセッサ110は、Vidx(R1,R2)=Vuなどの命令を受け取ること
があり、ここで、R1は、ROM内の第1のデータ構造を参照する第1のスカラ値であり、R2は
、ROM内の第2のデータ構造を参照する第2のスカラ値である。垂直置換制御ベクトルは、R
OM内の第1のデータ構造(たとえば、テーブル)内に格納されることがあり、水平置換制御
ベクトルは、ROM内の第2のデータ構造(たとえば、テーブル)内に格納され得る。したがっ
て、垂直置換制御ベクトルを識別するために、プロセッサ110は、第1のスカラ値を使用し
てROM内の第1のデータ構造内の垂直置換制御ベクトルを識別することがあり、水平置換制
御ベクトルを識別するために、プロセッサ110は、第2のスカラ値を使用してROM内の第2の
データ構造内の水平置換制御ベクトルを識別し得る。
【００６１】
　これは、置換制御ベクトルを格納するためにベクトルレジスタを使用することが不要で
あり得るので、いくつかの実施形態では有利であり得る。したがって、ベクトルレジスタ
は、他のデータを格納するために解放され得る。さらに、置換制御ベクトル内にパターン
をプログラムするためにコンピューティングサイクルを消費することが不要となり得るよ
うに、置換制御ベクトルの値が事前格納された値であり得る。
【００６２】
　スカラ値は、命令で指定され得る。一実施形態では、プロセッサ110はコプロセッサで
あり、別のプロセッサからスカラ値を受け取る。一実施形態では、プロセッサ110は、メ
インメモリまたはROMからスカラ値を受け取り得る。さらに、プロセッサ110は、他のプロ
セッサから垂直置換制御ベクトルおよび/または水平置換制御ベクトルを受け取り得る。
【００６３】
III.例示的レジスタファイル
　図4は、一実施形態による、ベクトルレジスタファイルを示すブロックダイアグラムで
ある。
【００６４】
　一実施形態では、プロセッサ110は、ベクトルレジスタファイル120内のベクトルレジス
タから読み取り、それに書き込むSIMDプロセッサである。一実施例では、ベクトルレジス
タファイル120内の各ベクトルレジスタは、Pビット幅であるWord 0(W0)122、Pビット幅で
あるWord 1(W1)124、...、Pビット幅であるWord 31(W31)までを含み得る。Pは0よりも大
きい整数であり得る。ベクトルレジスタは、バイトの最小の細分性から構築され得る。一
実施例では、ベクトルレジスタファイル120は32個のベクトルレジスタを含み、各ベクト
ルレジスタは1024ビット幅である。各ベクトルレジスタは、32ビットをそれぞれ含む32ワ
ードを含み得る。
【００６５】
　一実施例では、Pは8の任意の倍数(たとえば、8、16、32、64など)であり得る。P=32で
ある場合であっても、32ビットのデータよりも大きい構成が使用され得るように、置換制
御は互いに隣接し得る。たとえば、ワードが32ビット幅であり、64ビット幅であるデータ
を扱うことが望ましい場合、システムが64ビットのデータを扱い、置換し得るように、32
ビットチャンクでの同一の制御が隣接して配置され得る。
【００６６】
IV.例示的方法
　図5は、一実施形態による、1つまたは複数の要素データ値を出力ベクトル内に配置する
ための方法500を示す流れ図である。方法500は限定を意味するものではなく、他の応用例
で使用され得る。
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【００６７】
　方法500はステップ510～550を含む。ステップ510では、複数の要素を含む垂直置換制御
ベクトルを識別し、複数の要素のうちの各要素はレジスタアドレスを含む。一実施例では
、プロセッサ110が、複数の要素を含む垂直置換制御ベクトルを識別し、複数の要素のう
ちの各要素はレジスタアドレスを含む。垂直置換制御ベクトル内に格納されたレジスタア
ドレスが、ベクトルレジスタファイル内の1つまたは複数のベクトルレジスタから要素デ
ータ値を読み取るために使用され得る。垂直置換制御ベクトルは、動的レジスタまたはス
タティックメモリ内に格納され得る。たとえば、図2の読取り命令では、プロセッサ110は
、ベクトルレジスタファイルからのVuを垂直置換制御ベクトルと識別し得る。別の実施例
では、プロセッサは、ROMから垂直置換制御ベクトルを取り出す。
【００６８】
　ステップ520では、複数の要素のうちの各要素について、垂直置換制御ベクトルからレ
ジスタアドレスを読み取る。一実施例では、複数の要素のうちの各要素について、プロセ
ッサ110が垂直置換制御ベクトルからレジスタアドレスを読み取る。垂直置換制御ベクト
ル内のレジスタアドレスは、1つまたは複数のベクトルレジスタから垂直に読み取るため
に使用され得る。プロセッサにとっての関心の対象の要素データ値が、レジスタアドレス
に配置され得る。
【００６９】
　ステップ530では、読み取ったレジスタアドレスに基づいて、複数の要素データ値を取
り出す。一実施例では、プロセッサ110が、読み取ったレジスタアドレスに基づいて複数
の要素データ値を取り出す。取り出した複数の要素データ値は、一時ベクトル内に配置さ
れ得る。たとえば、図2では、ベクトルレジスタV4[0]のアドレスが、Vu[0]の垂直置換制
御ベクトル内に格納される。次いで、ベクトルレジスタV4[0]の要素データ値が、一時ベ
クトル内に配置され得る。取り出した要素データ値は、プロセッサにとって関心の対象で
あり得る。
【００７０】
　ステップ540では、出力ベクトルに対応するアドレスのセットを含む水平置換制御ベク
トルを識別する。一実施例では、プロセッサ110が、出力ベクトルに対応するアドレスの
セットを含む水平置換制御ベクトルを識別する。水平置換制御ベクトル内のアドレスのセ
ットは、出力ベクトル内の(たとえば、一時ベクトルレジスタ内に格納された)取り出した
複数の要素データ値を水平に構成するために使用され得る。水平置換制御ベクトルは、動
的レジスタまたはスタティックメモリ内に格納され得る。たとえば、図2の読取り命令で
は、プロセッサ110は、ベクトルレジスタファイルからのVvを水平置換制御ベクトルと識
別し得る。別の実施例では、プロセッサは、ROMから水平置換制御ベクトルを取り出す。
【００７１】
　ステップ550では、水平置換制御ベクトル内のアドレスのセットに基づいて、複数の要
素データ値のうちの取り出した要素データ値の少なくとも一部を出力ベクトル内に配置す
る。一実施例では、プロセッサ110が、水平置換制御ベクトル内のアドレスのセットに基
づいて、複数の要素データ値のうちの取り出した要素データ値の少なくとも一部を出力ベ
クトル内に配置する。関心の対象の要素データ値は、本来は、その間に分散する他のデー
タと共に複数のレジスタに及んでいた可能性がある。次いで、出力ベクトルは、関心の対
象の要素データ値のみを格納し得る。
【００７２】
　上記で論じたステップ510～550の前、間、または後に、追加の方法ステップが実施され
得ることも理解されたい。たとえば、方法500は、要素データ値を少なくとも1つの出力ベ
クトル内に書き込むステップを含み得る。本明細書で説明される方法500のステップのう
ちの1つまたは複数が、必要に応じて省略され、組み合わされ、または異なるシーケンス
で実施され得ることも理解されたい。
【００７３】
　図6は、一実施形態による、要素データ値をベクトルレジスタ内に書き込むための方法6
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00を示す流れ図である。方法600は限定を意味するものではなく、他の応用例で使用され
得る。
【００７４】
　方法600はステップ610～660を含む。ステップ610では、複数の要素データ値を含む入力
ベクトルを読み取る。一実施例では、プロセッサ110が、複数の要素データ値を含む入力
ベクトルを読み取る。たとえば、図3では、プロセッサ110は、ベクトルレジスタファイル
からのVuを入力ベクトルと識別し得る。別の実施例では、プロセッサはROMから入力ベク
トルを取り出す。入力ベクトル内に格納された要素データ値のうちの1つまたは複数が、
水平置換制御ベクトルおよび垂直置換制御ベクトルに基づいて少なくとも1つのベクトル
レジスタに書き込まれ得る。
【００７５】
　ステップ620では、アドレスのセットを含む水平置換制御ベクトルを識別する。一実施
例では、プロセッサ110が、アドレスのセットを含む水平置換制御ベクトルを識別する。
水平置換制御ベクトルは、動的レジスタまたはスタティックメモリ内に格納され得る。た
とえば、図3の書込み命令では、プロセッサ110は、ベクトルレジスタファイルからのベク
トルレジスタVvを水平置換制御ベクトルと識別し得る。別の実施例では、プロセッサは、
ROMから水平置換制御ベクトルを取り出す。
【００７６】
　ステップ630では、水平置換制御ベクトル内のアドレスのセットに基づいて、入力ベク
トル内の複数の要素データ値のうちの要素データ値の少なくとも一部を再構成する。一実
施例では、プロセッサ110が、水平置換制御ベクトル内のアドレスのセットに基づいて、
入力ベクトル内の複数の要素データ値のうちの要素データ値の少なくとも一部を再構成す
る。具体的には、水平置換制御ベクトル内に格納されたアドレスのセットは、入力ベクト
ル内の複数の要素データ値を水平に再構成するために使用され得る。
【００７７】
　ステップ640では、再構成した複数の要素データ値を一時ベクトル内に配置する。一実
施例では、プロセッサ110が、再構成した複数の要素データ値を一時ベクトル内に配置す
る。たとえば、図3では、Vtmp204が、再構成した複数の要素データ値を格納する一時ベク
トルであり得る。
【００７８】
　ステップ650では、複数の要素を含む垂直置換制御ベクトルを識別し、複数の要素のう
ちの各要素はレジスタアドレスを含む。一実施例では、プロセッサ110が、複数の要素を
含む垂直置換制御ベクトルを識別し、複数の要素のうちの各要素はレジスタアドレスを含
む。垂直置換制御ベクトル内に格納されたレジスタアドレスは、一時ベクトルからの要素
データ値を少なくとも1つのベクトルレジスタに垂直に書き込むために使用され得る。垂
直置換制御ベクトルは、動的レジスタまたはスタティックメモリ内に格納され得る。たと
えば、図3の書込み命令では、プロセッサ110は、ベクトルレジスタファイルからのベクト
ルレジスタVdを垂直置換制御ベクトルと識別し得る。別の実施例では、プロセッサは、RO
Mから垂直置換制御ベクトルを取り出す。
【００７９】
　ステップ660では、垂直置換制御ベクトル内のレジスタアドレスに基づいて、一時ベク
トル内の要素データ値を少なくとも1つのベクトルレジスタ内に配置する。一実施例では
、プロセッサ110が、垂直置換制御ベクトル内のレジスタアドレスに基づいて、一時ベク
トル内の要素データ値を少なくとも1つのベクトルレジスタ内に配置する。たとえば、図3
では、一時ベクトル内の要素データ値が、ベクトルレジスタVd内のレジスタアドレスに基
づいて、ベクトルレジスタV4、V5、V6、および/またはV7内に配置される。次いで、入力
ベクトルVu内に格納されたデータ要素値は、1つまたは複数のベクトルレジスタに適切に
書き込まれ得る。
【００８０】
　上記で論じたステップ610～660の前、間、または後に、追加の方法ステップが実施され
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得ることも理解されたい。たとえば、方法600は、1つまたは複数の要素データ値をベクト
ルレジスタ内に配置するステップを含み得る。本明細書で説明される方法600のステップ
のうちの1つまたは複数が、必要に応じて省略され、組み合わされ、または異なるシーケ
ンスで実施され得ることも理解されたい。
【００８１】
V.例示的ワイヤレスデバイス
　図7は、一実施形態による、デジタル信号プロセッサを含むワイヤレスデバイス700を示
すブロックダイアグラムである。デバイス700は、デジタル信号プロセッサ(DSP)701など
のプロセッサを含む。命令201および/または命令301がメモリ750内に格納されることがあ
り、VRF120がDSP701内に含まれ得る。一実施例では、DSP701およびVFR129が、図1～図4の
うちの1つまたは複数に従って、かつ/または図5および図6の方法のうちの1つまたは複数
に従って、またはそれらの任意の組合せに従って、命令201および/または命令301を処理
し得る。
【００８２】
　図7はまた、DSP701およびディスプレイ732に結合されるディスプレイコントローラ730
をも示す。コーダ/デコーダ(コーデック)734もDSP701に結合され得る。スピーカ736およ
びマイクロフォン738がコーデック734に結合され得る。さらに、ワイヤレスコントローラ
740が、DSP701およびワイヤレスアンテナ748に結合され得る。一実施形態では、DSP701、
ディスプレイコントローラ730、メモリ750、コーデック734、およびワイヤレスコントロ
ーラ740が、システムインパッケージまたはシステムオンチップデバイス756内に含まれる
。
【００８３】
　一実施形態では、入力デバイス730および電源760が、システムオンチップデバイス756
に結合される。さらに、一実施形態では、図7に示されるように、ディスプレイ732、入力
デバイス730、スピーカ736、マイクロフォン738、ワイヤレスアンテナ748、および電源76
0は、システムオンチップデバイス756の外部にある。ディスプレイ732、入力デバイス730
、スピーカ736、マイクロフォン738、ワイヤレスアンテナ748、および電源760の各々が、
インターフェースやコントローラなどのシステムオンチップデバイス756の構成要素に結
合され得る。
【００８４】
　本明細書で開示される実施形態に関して説明した様々な例示的論理ブロック、構成、モ
ジュール、回路、およびステップが、電子的ハードウェア、コンピュータソフトウェア、
または両者の組合せとして実装され得ることを当業者ならさらに理解されよう。ハードウ
ェアおよびソフトウェアのこの互換性を明確に示すために、様々な例示的構成要素、ブロ
ック、構成、モジュール、回路、およびステップについて、その機能の点で一般的に上記
で説明した。そのような機能がハードウェアとして実装されるか、それともソフトウェア
として実装されるかは、特定の応用例、およびシステム全体に対して課される設計制約に
依存する。当業者は、説明した機能をそれぞれの特定の応用例について様々な方式で実装
することができるが、そのような実装判断が、本開示の範囲からの逸脱を引き起こすと解
釈すべきではない。
【００８５】
　本明細書で開示される実施形態に関して説明した方法のステップは、直接的にハードウ
ェアで、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールで、またはその2つの組
合せで実施され得る。ソフトウェアモジュールは、ランダムアクセスメモリ(RAM)、フラ
ッシュメモリ、読取り専用メモリ(ROM)、プログラマブル読取り専用メモリ(PROM)、消去
可能プログラマブル読取り専用メモリ(EPROM)、電気消去可能プログラマブル読取り専用
メモリ(EEPROM)、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、コンパクトディス
ク読取り専用メモリ(CD-ROM)、または当技術分野で周知の任意の他の形態の記憶媒体内に
常駐し得る。プロセッサが記憶媒体から情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き込むこと
ができるように、例示的記憶媒体がプロセッサに結合される。代替実施形態では、記憶媒
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(ASIC)内に常駐し得る。ASICは、コンピューティングデバイスまたはユーザ端末内に常駐
し得る。代替実施形態では、プロセッサおよび記憶媒体は、別個の構成要素としてコンピ
ューティングデバイスまたはユーザ端末内に常駐し得る。
【００８６】
　開示される実施形態の先の説明は、開示される実施形態を当業者が作成または使用する
ことを可能にするために与えられる。これらの実施形態に対する様々な修正が当業者には
容易に理解されることになり、本明細書で定義される原理は、本開示の範囲から逸脱する
ことなく他の実施形態に適用され得る。したがって、本開示は、本明細書に示される実施
形態に限定されないものとし、以下の特許請求の範囲で定義される原理および新規な特徴
に一致する、可能な最も広い範囲が与えられるべきである。したがって、本開示は特許請
求の範囲のみによって限定される。
【符号の説明】
【００８７】
　　110　プロセッサ
　　120　ベクトルレジスタファイル
　　122　ベクトルレジスタV0
　　122　Word 0(W0)
　　124　ベクトルレジスタV1
　　124　Word 1(W1)
　　126　ベクトルレジスタV2
　　127　ベクトルレジスタV3
　　128　ベクトルレジスタV4
　　129　VFR
　　130　ベクトルレジスタV5
　　132　ベクトルレジスタV6
　　134　ベクトルレジスタV7
　　201　命令
　　202　垂直置換制御ベクトル
　　204　ベクトルレジスタVtmp
　　206　水平置換制御ベクトル
　　301　命令
　　700　ワイヤレスデバイス
　　701　デジタル信号プロセッサ(DSP)
　　730　ディスプレイコントローラ
　　730　入力デバイス
　　732　ディスプレイ
　　734　コーダ/デコーダ(コーデック)
　　736　スピーカ
　　738　マイクロフォン
　　740　ワイヤレスコントローラ
　　748　ワイヤレスアンテナ
　　750　メモリ
　　756　システムオンチップデバイス
　　760　電源
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